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呉
秀
三
・
樫
田
五
郎
『
精
神
病
者
私
宅
監
置
ノ
實
況
及
ビ
其

統
計
的
観
察
」
（
一
九
一
八
年
）
は
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
の

私
宅
監
置
の
実
際
を
生
々
し
く
描
い
て
い
る
。
調
査
監
置
室
は
各

地
の
警
察
署
が
管
理
す
る
精
神
病
者
監
置
台
帳
で
把
握
さ
れ
、
論

文
の
各
監
置
室
の
記
載
項
目
は
台
帳
の
様
式
に
沿
っ
て
い
る
。
限

ら
れ
た
調
査
期
間
や
患
者
の
基
礎
デ
ー
タ
を
勘
案
す
る
と
、
論
文

に
示
さ
れ
た
調
査
結
果
自
体
も
台
帳
の
記
載
内
容
に
依
存
す
る
部

分
が
大
き
か
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
調
査
の
方
法

か
ら
内
容
に
至
る
ま
で
行
政
資
料
を
色
濃
く
反
映
し
、
行
政
が
い

わ
ば
準
備
し
た
資
料
に
よ
っ
て
こ
の
調
査
が
可
能
に
な
っ
た
と
も

言
え
よ
う
。

だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
医
史
学
的
な
言
説
に
お
い
て
は
、
右
記
の

資
料
の
存
在
根
拠
で
あ
る
精
神
病
者
監
護
法
（
一
九
○
○
年
）
と

泥
私
宅
監
置
室
の
実
際
ｌ
各
府
県
に
お
け
る

精
神
病
者
監
護
法
取
扱
手
続
の
比
較

橋
本
明

そ
の
下
位
規
定
の
検
討
は
あ
ま
り
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
確
か
に

呉
・
樫
田
論
文
は
個
々
の
私
宅
監
置
の
「
悲
惨
さ
」
を
普
遍
的
に

示
す
に
足
る
資
料
だ
が
、
個
々
の
監
置
の
あ
り
様
を
規
定
し
て
い

る
法
制
度
と
の
突
合
せ
作
業
は
不
十
分
で
あ
る
。
本
報
告
で
は
、

呉
・
樫
田
論
文
で
も
記
述
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
私
宅
監
置
室
の

構
造
に
焦
点
を
あ
て
、
私
宅
監
置
制
度
の
運
用
と
監
置
室
の
実
際

を
明
ら
か
に
し
た
い
。
と
は
い
え
精
神
病
者
監
護
法
や
同
法
施
行

規
則
（
一
九
○
○
年
）
で
は
、
監
置
室
の
詳
細
ま
で
は
規
定
し
て

お
ら
ず
、
そ
れ
以
下
は
各
道
府
県
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ

で
二
○
○
三
年
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
全
国
四
十
七
都
道
府

県
の
公
立
図
書
館
な
ど
に
調
査
を
依
頼
し
て
資
料
を
収
集
し
た
。

そ
の
結
果
、
四
十
六
都
道
府
県
か
ら
回
答
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
う

ち
二
十
七
都
府
県
の
精
神
病
者
監
護
法
に
関
す
る
取
扱
手
続
を
入

手
し
た
。
取
扱
手
続
は
府
令
、
県
令
、
訓
令
な
ど
の
形
を
と
り
、

精
神
病
者
監
護
法
が
施
行
（
一
九
○
○
年
七
月
一
日
）
さ
れ
て
か

ら
短
期
間
に
道
府
県
単
位
で
出
さ
れ
た
は
ず
だ
が
、
昭
和
に
改
正

さ
れ
た
取
扱
手
続
の
み
入
手
で
き
た
例
も
あ
る
。

監
置
室
の
構
造
の
詳
細
ま
で
定
め
て
い
る
の
は
十
六
府
県
の
規

定
で
あ
り
、
そ
の
主
要
な
項
目
と
内
容
を
紹
介
し
た
い
。
監
置
室
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こ
の
よ
う
な
監
置
室
の
規
定
は
、
精
神
病
者
監
護
法
施
行
規
則

第
五
条
に
よ
り
、
警
察
官
署
を
経
由
し
て
地
方
長
官
に
監
置
の
願

の
お
よ
そ
の
規
格
は
、
広
さ
一
～
二
坪
、
天
井
ま
で
の
高
さ
六
～

七
尺
、
床
下
一
尺
五
寸
で
、
床
に
畳
な
ど
上
敷
を
敷
く
。
室
内
で

人
が
横
に
な
れ
る
広
さ
、
立
て
る
高
さ
、
地
面
か
ら
の
湿
気
防
止

が
、
規
格
の
基
準
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
府
県
ご
と
に
ば
ら
つ

き
は
あ
る
が
、
衛
生
、
危
険
防
止
、
室
内
環
境
の
観
点
か
ら
詳
細

な
規
定
が
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
便
所
は
清
潔
と
防
臭
に
留
意

し
た
設
備
と
す
る
こ
と
、
監
視
と
同
時
に
採
光
・
換
気
の
面
か
ら

壁
の
一
部
は
窓
や
格
子
と
し
、
縦
四
尺
横
二
尺
ほ
ど
の
出
入
り
口

に
は
鎖
鐺
を
付
け
る
こ
と
（
以
上
ほ
と
ん
ど
の
府
県
）
、
柱
や
格
子

の
室
の
内
側
に
面
し
た
部
分
は
円
形
と
し
金
属
を
露
出
さ
せ
な
い

こ
と
（
福
島
県
な
ど
）
、
格
子
は
方
四
寸
（
石
川
県
な
ど
）
、
格
子
の

間
隙
は
三
寸
以
内
（
香
川
県
な
ど
）
、
と
あ
る
。
ま
た
、
室
内
に
持

ち
込
む
飲
食
器
は
木
製
と
し
、
室
内
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
近
く
に
も

火
気
・
金
属
は
厳
禁
（
以
上
ほ
と
ん
ど
の
府
県
）
、
理
由
な
く
他
人

や
小
児
を
室
に
近
づ
け
な
い
（
沖
縄
県
）
、
警
察
が
臨
検
す
る
際

に
は
患
者
と
交
わ
す
言
葉
に
注
意
す
べ
し
（
島
根
県
）
、
と
い
つ

た
も
の
も
あ
る
。

出
・
届
出
を
行
う
た
め
に
設
け
ら
れ
た
。
監
置
許
可
後
も
、
監
置

場
所
に
は
時
々
吏
員
を
派
遣
し
、
観
察
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
。

し
か
し
、
呉
・
樫
田
論
文
の
私
宅
監
置
室
の
中
に
は
、
精
神
病
者

の
病
状
や
資
産
の
程
度
に
応
じ
て
畠
酌
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
規
定
（
ほ
と
ん
ど
の
府
県
）
を
考
慮
し
て
も
、
各
府
県
が
定
め

る
基
準
に
到
底
達
し
な
い
も
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
こ
ま
で
き
て
は
じ
め
て
呉
・
樫
田
論
文
に
あ
る
意
見
・

批
判
が
実
体
を
も
っ
て
理
解
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
は
監
置
室
の
構
造
に
限
定
し
た
も
の
だ
が
、
私
宅
監
置
制

度
の
「
悲
惨
さ
」
を
人
権
主
義
的
な
立
場
か
ら
単
に
糾
弾
す
る
の

で
は
な
く
、
こ
の
制
度
の
ど
こ
に
不
備
が
あ
っ
た
の
か
、
何
が
批

判
さ
れ
る
べ
き
だ
っ
た
の
か
を
、
当
時
の
文
脈
を
丁
寧
に
紐
解
き

な
が
ら
具
体
的
か
つ
実
証
的
に
解
明
し
て
い
く
作
業
は
な
お
求
め

ら
れ
よ
う
。

（
愛
知
県
立
大
学
）


